
も
と
よ
り
、「
出
産
祝
い
金
増
額
の
提
案
」、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
容
量
化
・
高
速
化
の

要
望
」、「
人
手
不
足
の
職
種
分
析
」、「
町

特
産
品
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
Ｐ
Ｒ
会
社
の

設
立
」
な
ど
、
町
行
政
へ
の
意
見
も
い
た
だ

き
有
意
義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
魅
力
化
施
策
は
、
地
域
創
生
施
策

の一端
を
担
う
も
の
で
す
の
で
、
地
域
の
子
ど

も
達
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
の
存
続
に
向
け

て
地
域
全
体
で
応
援
し
、
次
代
を
担
う
若

者
の
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
家
地
川
地
域
活
性
化
拠
点
施
設
の

　
利
用
状
況

　

７
月
に
開
所
し
た
同
施
設
は
、
指
定
管

理
者
の
四
万
十
オ
ル
モ
組
合
が
管
理
し
な
が

ら
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
け
や
き
」
と
し

て
地
域
コ
ン
ビ
ニ
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
８
月
末
時
点
の
利
用
状
況
は
、
地
域
コ
ン

ビ
ニ
の
レ
ジ
通
過
総
数
が
３
１
５
件
・
売
上

額
11
万
４
千
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
会
議
室
な

ど
利
用
者
は
61
人
で
徐
々
に
利
用
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

簡
易
宿
泊
施
設
は
、
短
期
滞
在
の
宿
泊

利
用
者
が
延
べ
28
人
で
想
定
以
上
の
利
用
が

あ
り
、
９
月
以
降
に
は
長
期
滞
在
予
約
も
あ

り
ま
す
の
で
観
光
協
会
な
ど
と
も
連
携
し
て

利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

■
農
林
業
関
係
大
型
事
業
の
進
捗
状
況

　

前
回
定
例
会
で
、「
事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
地
域
住
民
の
理
解
を
十
分
得
る
よ
う
強

く
求
め
る
」
と
の
付
帯
決
議
が
さ
れ
た
農
林

水
産
課
所
管
の
大
型
補
助
事
業
の
状
況
報

告
で
す
。

　
該
当
の
３
事
業
は
、
事
業
主
体
の
責
任
と

し
て
、
必
要
な
許
可
手
続
き
な
ど
を
遺
漏

な
く
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
手
続
き

上
の
関
係
住
民
の
み
で
な
く
、
幅
広
く
地
域

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ａ
高
知
県
が
ニ
ラ
の
集

出
荷
場
を
整
備
す
る
「
強
い
農
業
・
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」
で
は
、
治
水
に

対
す
る
住
民
説
明
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
配

慮
し
、
補
助
対
象
外
の
造
成
工
事
を
中
断

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
、
本
年
６
月
に
Ｊ
Ａ
高
知
県

主
催
で
住
民
説
明
会
を
行
い
、
お
お
む
ね
理

解
を
得
ら
れ
た
た
め
造
成
工
事
を
再
開
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
建
屋
の
建
築
や
機
械
の
設

置
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
を
待
ち
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
四
万
十
ポ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
が
畜
舎
の
新
築
な
ど
を
行
う
「
畜
産

競
争
力
強
化
整
備
事
業
」
は
、
四
国
デ
ュ

ロッ
ク
フ
ァ
ー
ム
に
養
豚
畜
舎
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。
早
く
か
ら
計
画
が
あ
っ
た
た
め
昨

年
９
月
に
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
質
疑
応
答
を
通
じ
て
事
業
着
手
に
対
し

「
異
議
な
し
」
と
の
意
見
集
約
が
さ
れ
た
た

め
、
既
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
事
業

は
３
か
年
計
画
で
す
の
で
、
今
後
も
必
要
に

応
じ
て
住
民
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
助

言
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
協
同
組
合
高
幡
木
材
セ
ン
タ
ー

が
木
材
加
工
施
設
を
整
備
す
る
「
木
材
加

工
流
通
施
設
整
備
事
業
」
で
は
、
同
セ
ン

タ
ー
が
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
手
続
き
な
ど

で
関
係
住
民
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
町
内
で
は
異
例
の
大
規
模
製
材
施
設
の

た
め
、
改
め
て
事
業
主
体
と
町
が
協
議
し
、

本
年
５
月
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、
新
た
に
防
音

壁
設
置
な
ど
住
民
生
活
に
配
慮
し
た
対
策

も
説
明
し
、
お
お
む
ね
理
解
を
得
ら
れ
た
た

め
同
年
６
月
の
起
工
式
を
経
て
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
も
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
事
業
実
施
と
な
る
よ
う
各
事
業
主
体

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

■
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
の
推
進

　

第
２
期
四
万
十
町
立
小
中
学
校
適
正
配

置
計
画
に
基
づ
く
中
学
校
の
統
合
は
、
１

年
延
期
し
た
北
ノ
川
中
学
校
と
大
正
中
学

校
の
統
合
を
来
年
度
に
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
の
統
合
に
よ
っ
て
計
画
ど
お
り
窪
川
、

大
正
、
十
和
地
域
に
各
１
校
と
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
令
和
３
年
度
の
推
計
児
童

数
に
よ
り
令
和
６
年
４
月
の
統
合
を
判
断
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
存
続
の

要
望
、
学
校
区
や
地
域
で
の
新
た
な
取
り
組

み
や
小
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
中
学
校
統
合
後
の
状
況
も
確
認

し
た
上
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
四
万
十
町
学
校
適
正
配
置

な
ど
推
進
本
部
会
で
は
、
時
期
を
令
和
７
年

４
月
以
降
と
す
る
こ
と
、
枠
組
み
も
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
を
運
用
上
の
方
針
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
な
ど
と
の
合

意
形
成
が
早
く
で
き
れ
ば
、
統
合
時
期
も

前
倒
し
で
き
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。
な

お
、
計
画
変
更
は
、
し
ば
ら
く
の
間
行
わ
ず
、

統
合
時
期
な
ど
の
目
途
が
立
っ
た
時
点
で
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
校
区
を
基
本
と
し
た
説
明

会
を
行
い
、
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
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9
月
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３
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
全
国
で
33
都
道
府
県
が
緊
急
事
態
宣

言
ま
た
は
ま
ん
延
防
止
な
ど
特
別
措
置
地
域

に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
非
常
事
態
と
な
り
、

高
知
県
も
27
日
か
ら
同
特
別
措
置
地
域
の

適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
音

声
告
知
放
送
な
ど
に
よ
り
、
町
民
や
事
業
者

に
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、
出
勤
者
数
７

割
削
減
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
８
月
30
日
に
役
場
本
庁

職
員
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
皆
様
に
は
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
町
職
員

の
濃
厚
接
触
者
は
３
人
で
し
た
が
、
そ
の
他

の
接
触
者
を
含
む
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
は
全

員
陰
性
で
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
学
校

関
係
者
の
感
染
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
学

校
内
の
消
毒
作
業
を
行
い
予
定
ど
お
り
２
学

期
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
の
報
告
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
接
種
は
、
７
月
末

ま
で
に
接
種
希
望
者
の
接
種
が
計
画
ど
お
り

完
了
し
、
接
種
率
は
１
回
目
が89.35

％
、

２
回
目
が87.50

％
で
、
全
国
平
均
と
同

水
準
で
す
。
な
お
、
未
接
種
者
に
つ
い
て
は
、

「
接
種
を
希
望
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
理

由
が
あ
り
接
種
で
き
な
い
事
例
が
な
い
か
」

な
ど
を
調
査
し
、
現
在
は
そ
の
結
果
を
整
理

し
て
支
援
の
必
要
性
を
検
討
中
で
す
。

　
64
歳
以
下
の
接
種
は
、
８
月
13
日
か
ら
12

歳
以
上
の
対
象
者
全
員
の
予
約
受
付
を
開

始
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
８
月
31
日
時
点
の
町
全
体
の
接
種
率
は
、

１
回
目
が74.73

％
、
２
回
目
が62.33

％

で
、
国
が
掲
げ
る
目
標
の
「
８
月
末
に
国
民

の
半
分
に
接
種
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
感
染
の
収
束
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、
積

極
的
に
接
種
を
勧
め
ま
す
。
接
種
希
望
者
に

は
、
10
月
末
ま
で
に
２
回
接
種
が
完
了
す
る

よ
う
９
月
12
日
ま
で
の
予
約
を
お
願
い
し
て

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。
な
お
、

本
町
の
集
団
接
種
は
10
月
末
ま
で
と
し
、
11

月
以
降
の
個
別
接
種
は
、
12
歳
到
達
者
の

接
種
を
中
心
と
し
た
接
種
体
制
を
構
築
す

る
予
定
で
す
。

■
町
道
大
道
日
吉
線
の
山
手
崩
壊

　

本
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
町
道
大

道
日
吉
線
の
口
大
道
集
会
所
か
ら
２
０
０ｍ

上
流
付
近
で
大
規
模
な
山
手
崩
壊
が
発
生

し
、
全
面
通
行
止
め
と
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
時
間
規
制
に
よ
る
水
道
管
移
設
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

設
置
し
て
通
行
制
限
を
解
除
す
る
予
定
で

す
。

　

今
後
は
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
の

査
定
を
受
け
て
早
期
復
旧
を
目
指
し
ま
す
の

で
、
工
事
期
間
中
は
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

　

本
事
業
に
関
す
る
町
民
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
な
ど
は
、
経
過
な
ど
の
「
説
明
」
に

重
点
を
置
い
た
進
め
方
か
ら
ス
テ
ー
ジ
を
進

め
、「
意
見
交
換
」
の
場
と
な
る
よ
う
進
め

て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
建
設
予
定
地
周
辺
住
民
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
小
学

３
年
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
「
意
見
公

募
手
続
体
験
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
、
子
ど

も
達
を
通
じ
て
保
護
者
の
皆
様
に
も
施
設
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
場
の
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
「
本
事
業
に
関
す
る
意
見
や
質
問
」、「
実

施
設
計
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
対
す
る
意

見
や
提
案
」
を
伺
う
た
め
６
月
か
ら
実
施
し

た
意
見
公
募
手
続
で
は
、
計
15
名
・
46
件
の

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、「
賛
成
」
お
よ
び
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
33
件
・
72
％
、「
そ

の
他
」
を
除
き
「
反
対
」
お
よ
び
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
は
８
件
・
17
％
で
、

人
数
的
に
も
大
半
が
施
設
整
備
に
前
向
き
な

ご
意
見
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

　

次
に
、
文
化
的
施
設
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
と
「
具
体
的

な
実
行
計
画
」
を
示
す
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、

本
年
８
月
に
素
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
基
本
構
想
策
定
に

携
わ
っ
た
元
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会
委
員

と
の
意
見
交
換
会
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
会
、
図
書
館
協
議
会
、
美

術
館
運
営
審
議
会
お
よ
び
文
化
財
保
護
審

議
会
に
も
意
見
を
伺
い
、
本
年
12
月
の
サ
ー

ビ
ス
計
画
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
引
き

続
き
協
議
・
調
整
を
重
ね
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

■
地
元
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

　
町
内
高
校
２
校
の
存
続
に
向
け
た
施
策
と

し
て
、
学
校
生
活
環
境
の
向
上
や
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
目
的
に
「
学
校
給
食
」
と

「
入
学
祝
い
金
制
度
」
を
本
年
度
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
入
学
者
数
は
、

窪
川
高
校
29
名
、
四
万
十
高
校
20
名
と
な

り
、
高
知
県
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
県

立
高
等
学
校
再
編
振
興
計
画
・
後
期
実
施

計
画
に
定
め
ら
れ
た
両
校
の
統
合
要
件
で
あ

る
20
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
開
催
し
た
両
校
１
年
生
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
高
校
生
活
に
関
す
る
意
見
は

地元高校生との意見交換会の様子
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